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在、風光明媚な景色を楽しむ手段として、十石舟の遊覧や嵐山の保津川下りなどがありますが、昔は水

運として利用されていました。近世初頭には角倉了以が、大掛かりな土木工事をして、保津川や高瀬川の

水運を確保しています。明治になると琵琶湖疏水が造られ、水力発電にも利用されて、都が東京へ移った

後の京の街に活気をもたらしました。 
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道が開通し、道路が整備される以前の、舟が水運として利用されていた頃の様子を、当館所蔵資料から

紹介します。 
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角倉了以について書かれている資料                          請求記号（資料コード） 角倉了以について書かれている資料                          請求記号（資料コード） 

「人づくり風土記 26 ふるさとの人と知恵 京都」（農山漁村文化協会 1988） K/216.2/F94（1100285376) 

「京都高瀬川 角倉了以・素庵の遺産」（石田孝喜/著 思文閣出版 2005） K/517.6/I72（1108090398） 

「流水の歴史と旅」（辻田啓志/著 柘植書房新社 2009） 517.21/Ts48（1108850577） 

「みなとの偉人たち」（みなとの偉人研究会/著 ウェイツ 2008） 683.92/Mi39（1108541184） 

「日本史探訪 第 6 集」（角川書店 1979） 210/N/6（1101453239） 

「歴史の群像 6 商魂」（集英社 1984） 210/6/1701（1107893289） 

「近世を拓いた土木技術」（大阪府立狭山池博物館 2004） 510.92/Sa99（1107164012） 

「舟運都市 水辺からの都市再生」（三浦裕二/編著 鹿島出版会  2008） 684/Mi67（1108539105） 

保津川について書かれている資料                           請求記号（資料コード） 

「川船 大堰川の舟運と船大工」（亀岡市文化資料館 2007） K/684.02/Ka35（1107197376） 

「保津川開削 400 周年記念事業報告書」（保津川開削 400 周年記念事業実行委員会  2007） K/517.21/H97（1107572156） 

「『保』と『津』その歴史からみえるもの」（亀岡市立保津文化センター 2005） K/216.2/Ka35（1107159202） 

「川からもらったもの 漁撈・利水から」（亀岡市文化資料館 2001） K/517.21/Ka35（1107065813）＊ 

「保津川下り船頭夜話」（小谷正治/著 文理閣 1984） K/684/O17（1106888991） 

京都の川や疏水について書かれている資料                     請求記号（資料コード） 
「京の水辺 山河襟帯処」（京都市建設局 1995） K/517.09/Ky6（1107082784） 

「京都水ものがたり」（平野圭祐/著 淡交社 2003） K/517.21/H66（1108110360） 

「もっと知りたい！水の都京都」（鈴木康久/編 人文書院 2003） K/216.2/Su96（1108008887） 

「物語日本の土木史」（長尾義三/著 鹿島出版会 1985） 510.2/N17（1105212706） 

「町人文化百科論集 第 6 巻 京のくらし」（原田伴彦/編 柏書房 1981） 215/C/6（1100123445） 

高瀬舟について書かれている資料                           請求記号（資料コード） 

「和船 Ⅱ」（石井謙治/著 法政大学出版局 1995） 550.21/I75/2（1100080181） 

「図説 和船史話」（石井謙治/著 至誠堂 1983） 550.21/I75（1100080207） 

「和漢船用集」（金沢兼光/著 巌松堂書店 1944） ﾖ/585/47（1103132872） 

                                                           ＊印 複本有 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供：京都府旅行業協同組合 岡崎公園の

十石舟 

毎年三月下旬から五月上旬にかけて運航しています。 

裏面は琵琶湖疏水

と淀川水系の資料

リストです。 



琵琶湖疏水について書かれている資料                        請求記号（資料コード） 

「琵琶湖疏水の 100 年」叙述編、資料編、画集（京都新聞社/編集 京都市水道局 1990） KE/517.6/Ky6/1～3 

「疏水誕生」（田村喜子/文 京都新聞社 1990） K/517.6/Ta82（1100362241）＊

「疏水を拓いた人びと」（京都教育史サークル/編 かもがわ出版 1995） K/517.6/Ky6（1100362183）＊ 

「琵琶湖疏水 よもやまばなし」（浅見素石/著 サンライズ出版 2005） K/517.6/A86（1108348416） 

「琵琶湖疏水 明治の大プロジェクト」（織田直文/著 サンブライト出版 1987） K/517.6/O17（1100362217） 

「琵琶湖疏水」（西岡良博/著 新聞印刷自費出版センター 1988） K/517.6/N86（1100362209） 

「京都疏水べりものがたり」（堂露小路梅隆/著 ナカニシヤ出版 1996） K/216.2/D87（1106166489） 

「琵琶湖疏水の散歩道」（中西一彌/著 京都新聞出版センター 2003） K/517.6/N38（1107056622） 

「京の水 琵琶湖疏水に青春を賭けた田辺朔郎の生涯」（村瀬仁市/編著 人と文化社 1987） K/289.1/Ta83（1100362191） 

「京都インクライン物語」（田村喜子/著 山海堂 2002） K/913.6/Ta82（1106935511） 

「京都市三大事業誌 巻 1～4 第二琵琶湖疏水編」（京都市役所 1912～14） K/518/Ky6/1～4＊ 

「京都市三大事業誌  第二琵琶湖疏水編 図譜」（京都市役所 1913） KE/518/Ky6/4-2（1106217951）＊ 

「琵琶湖疏水及水力使用事業」（京都市電気局 1926） K/517.6/Ky6/1（1107016253） 

「琵琶湖疏水について 資料編」（京都府企画室 1968） 自動化（1107381590） 

「近代京都の改造」（伊藤之雄/編著 ミネルヴァ書房 2006） K/318.76/I89（1108108679） 

「琵琶湖疏水」（京都市水道局技術部疏水事務所 1988） K/517/Ky（1101335139） 

「琵琶湖疏水」（山科の歴史を知る会 1984） K/517/Y（1101335238） 

淀川水系について書かれている本                            請求記号（資料コード） 

「淀川ものがたり」（淀川ガイドブック編集委員会/編・著 読売連合広告社 2007） 517.21/Y73（1108526904） 

「淀川百年史」（建設省近畿地方建設局 1974） 517/Ke（1101125993）＊ 

「淀川往来」（上方史蹟散策の会/編 向陽書房 1984） 291.6/Y（1100222130） 

「淀川絵巻  びわ湖から大阪湾まで」（木村きよし/著 保育社 1988） 291.6/Ki（1101682068） 

「淀川風物誌  その歴史と自然をさぐる」（牧村史陽/編 原野農芸博物館 1971） A/H66/71（1107393025） 

「王朝の湖水  淀川水系史歴遊」（近畿農政局淀川水系土地改良調査管理事務所  〔200－〕） 517.21/Ki44（1107004739） 

「舟運と河川技術  琵琶湖・淀川舟運～近世から現代～」（国土交通省近畿地方整備局河川部 2004） 684.02/Sh99（1107121038） 

「歴史のなかの淀川」（大阪市立博物館 1995） 517.216/O73（1105213928） 

「近世淀川過書船の研究」（泉雄照正/著 高槻市教育委員会 1964） 684/I99（1104253347） 

「くらわんか船考」（泉雄照正/著 高槻市教育委員会 1962） 684/I99（1104253354） 

「大昔からくらわんかまで」（瀬川芳則/著 サンケイリビング  1975） 自動化（1107425553） 

「日本の船  和船編」（安達裕之/著 日本海事科学振興財団船の科学館 1998） 550.21/A16（1105447146） 

「畿内河川交通史研究」（日野照正/著 吉川弘文館 1986） 684.02/H61（1105258295） 

「広重の三都めぐり」（菅井靖雄/執筆 人文社 2006） 721.8/A47（1108387117） 

「京街道  大阪・高麗橋～京都・伏見宿」（上方史蹟散策の会/編 向陽書房 2002） K/291.62/Ka37（1107034041）

「京都宇治川探訪  絵図でよみとく文化と景観」（鈴木康久/編 人文書院 2007） K/291.62/Su96（1108522606）

「巨椋池干拓誌」（巨椋池土地改良区 1981） K/614.5 /O26（1107175752） 

「巨椋池干拓六十年史」（巨椋池土地改良区 2001） K/614.5/O26（1107063933）＊ 

「巨椋池」（宇治市歴史資料館/企画編集 宇治市教育委員会 1991） K/291.6/U（1100332848） 

「巨椋池ものがたり」（巨椋池ものがたり編さん委員会/編 久御山町教育委員会 2003） K/382.16/Ku38（1107082883）＊ 

「おぐら池 -入江、大池、巨椋池-」（宇治市歴史資料館／編 宇治市歴史資料館 2003） K/382.16/U57（1107096982） 

＊印 複本有 

 

 


	　　　　　　京の舟運　～十石舟の歴史～
	現在、風光明媚な景色を楽しむ手段として、十石舟の遊覧や嵐山の保津川下りなどがありますが、昔は水運として利用されていました。近世初頭には角倉了以が、大掛かりな土木工事をして、保津川や高瀬川の水運を確保しています。明治になると琵琶湖疏水が造られ、水力発電にも利用されて、都が東京へ移った後の京の街に活気をもたらしました。
	鉄道が開通し、道路が整備される以前の、舟が水運として利用されていた頃の様子を、当館所蔵資料から紹介します。
	角倉了以について書かれている資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請求記号（資料コード）
	保津川について書かれている資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請求記号（資料コード）
	京都の川や疏水について書かれている資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請求記号（資料コード）
	高瀬舟について書かれている資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請求記号（資料コード）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊印　複本有
	琵琶湖疏水について書かれている資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請求記号（資料コード）
	淀川水系について書かれている本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請求記号（資料コード）
	＊印　複本有

